




2頭の幼虫を面相筆で注意深く入れ、出てこないように水で混らせたろ紙をあて、樹皮上をセロテ

ープで軽く押さえた。つけ加えは 1 丸太あたり 10 ～ 32 頭（平均 18.8 頭〉であった。直射日光を避

けるために地上 2.0 ～ 2.5 rnに遮蔽率 90 96の ダイオシ ー トを張り、 その下に幼虫をつけ加えた丸太

を合掌立てにして置いた。

で調査に用いた。

5月から 9月までの毎月中旬に 2 ～ 5 本の丸太をアト ・ ランダムに選ん

2. 野外における枯死木

石川県河北郡志賀町火打谷にある石川県林木育種場には、 1964 ～ 1967 年に植栽されたスギの採

穂園があり、採穂木は高台円筒形に仕立てられていた。採穂園では 1980年頃からスギカミキリによ

る枯死木が発生していたが、 1983 ・ 1984 年には殺虫剤は全く散布されていなかった。そこで1984

年 5 月中旬から約 4.5 haに植栽されていた約 22,500 本の採穂木を調査し、枯死木を採集した。枯死

木は2つの グル ー プ。に分けて毎月の調査に用いた。なお、本報では樹冠 の ほとんどすべての葉、ま

たはすべての葉が鮮やかな撞赤～赤茶色になって枯れたスギを「新しい枯死木Jと呼ぶことにした。

（｜） 1983 年10月下旬から 1984 年 5月中旬までの枯死木

1983 年10月下旬から 1984 年 5月中旬までに枯死した 88 本の スギを、 その年の 5月 17 、 18日

にすべて伐倒した。伐倒時のスギの大部分は赤茶色～茶色の葉をしていたが、一部のスギは落葉し

たり灰白色の葉をしていた。枯死木は枝を除去して5月 17 、

県石川郡鶴来町）に搬入し、野外に合掌立てにして置いた。

25 日に石川県林業試験場構内（石川

これらの枯死木の上方にも直射日光を

避けるために遮蔽率 90 96の ダイオシ ー トを張った。

死木をアト・ランダムに選んで調査に用いた。

5月から11月までの毎月中旬に5 ～ 7本d古

(j i) 1984 年 5月中旬以後に発生した新しい枯死木

1984 年 5月中旬にそれまでのすべての枯死木を伐倒除去した。しかし、 その後も枯死木が発生し

たので、11月まで毎月の10 ～ 13 日に採穂園を調査して新しい枯死木を捜し出し、ラベルをつけた。

そして、 そのうちからアト・ランダムに4 ～ 6本の枯死木を選び、枝を除去してから伐倒し、 その

月の調査に用いた。

調査は、丸太や枯死木を剥皮割材してスギカミキリの生存個体を採集し、 その発育ステ ー ジと生

息部位およびヒメスギカミキリの生息の有無を記録した。 スギカミキリとヒメスギカミキリの幼虫

は皆Jil C 1938）に従って分類した。採集時にスギカミキリを傷つけなかった場合、個体ごとに体重

を測定した。体重は長計量器製作所の電子天秤P D ー 240 W型を用いて測定した。また、幼虫は解

剖して頭蓋を取り出し、ニコン製 の万能投影機 6C 型を用いて頭幅（最大頭幅〉を測定した。

結 果

スギ丸太における スギカミキリの発育

解化直後の幼虫の平均頭幅は 0.75mm、平均体重は 0.86mgであった。月別の調査丸太数、幹の表面

積合計、つけ加えた幼虫数とともにその時の発育ステ ー ジ 別の個体数と平均体重を第 1 表に示した。
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2. 採穂園における枯死木発生数の季節的変化

1983年の10月下旬から1984年11月12日までに242本の採穂木が枯れた（第3表）。 これら

第3表 時期別のスギ枯死木数とその樹体内のスギカミキリの生息密度

枯 死 時 期
生 息 密 度

枯死木数 調 査 時 期 調査木数
頭／m＇＂

＇

頭／木

1983 年 1984 年
10月下旬 ー 5月18日

1984年
5月18日ー 6月12日

6月12日一 7月10日

7月10日一 8月13日

8月13日－ 9月10日

9月10日ー 10月12日

10月12日－ 11月12日

1984 年
88 5月19日－ 11月15日

12 6月13- 14日

7 7月12ー19日

17 8月14- 20日

37 9月12- 18日

37 10月13- 17日

44 11月14- 15日

叩

6

4

5

6

5

5

2.9 

3.0 

44.1 

18.6 

20.6 

27.1 

14.7 

＊ 枯死木の幹の表面積あたりの密度

のスギには、スギカミキリの脱出孔が数多くあり、本種による枯死 と判断された。枯死木発生数は

6月から7月にかけて最も少なかった が、その後季節が進むにつれて増加した。そして、10月中旬

から11月中旬までの1ヶ月間には44本の採穂木が枯れた。このような季節的変化は、スギカミキ

リによる枯死木発生の一般的パタ ー ンであるか、スギカミキリの被害拡大中の一時的なものである

かは不明である。

3. 1983年10月下旬から1984年5月中旬までの枯死木におけるスギカミキリの発育

5月中旬までの枯死木内に生息していた スギカミキリについて、調査 した月ごとに 発育ステ ー ジ

別の個体数と平均体重を調査木数などとともに第4表に示した。それによると、5月には幼虫と成

第4表 1983年10月下旬から1984年5月中旬までのスギ枯死木におけるスギカミキリ¢溌育

生 存 個 体 数 ヒメスギ
調 査 幹の

合
表

計
面 平均 カミキリ

調 査 時 期 積 幼虫 幼
内
虫＊
〉

体重 の寄生し
木 数 Cm') C材

表自〉
米

（材 前踊 踊 成虫 計 （時〉ていた木
の数

1984年
5月19- 21日 6 1. 54 。 9 。 。 1 1 0  393.9 。

6月11 ー 14日 7 1. 19 。 。 。 。 。 。 。

7月比 一 19日 5 1. 52 。 2 。 。 。 2 2 7 4.0 3 

8月10 ー 14日 5 1. 62 1 。 5 。 。 6 3 3 3.0 3 

9月11 ー 18日 5 1. 92 。 。 。 1 3 4 427.8  5 
10月15 ー 17日 5 1. 90 。 。 。 。 6 6 417. 8. 2 
11月14 ー 15日 6 1. 86 。 。 。 。 6 6 205.3 5 

計 39 11. 5 5 1 11 5 1 1 6  3 4  1 8  
幼虫 の生息部位 -5 ー





論 議

に癖化した幼虫（スギ丸太で飼育された幼虫）とは有意に大きさが異なっていた。 ct o= 12.98, 

p ( 0.001）このため、 少なくとも前年までに産卵された越冬幼虫だと考えられた。 そのうちの4頭

は、 材内の踊室内にいたのに、 2 頭は材の表面にいた。 しかも、 その 2 頭は腸に食下物をもってい

たことから、 摂食していたことが確認された。 つまり、 越冬後摂食を再開する幼虫がいると判断さ

れた。 さらに6月の枯死木の調査結果で気がつくことは、 本種の生息密度が 3.0 頭／m'C 1.0頭／木〉

で（第3 表）、 5月までの枯死木のそれとほぼ同じことであった。 幼虫の大きさや生息密度から 6

月の枯死木は、 5 月までの枯死木と同じグル ー プとして、 取り扱うことができるだろう。

7 月の枯死木には幼虫しかいなかった。 その生息密度は44.1 頭 Im'C 16.8頭 ／木〉で、 6月まで

の枯死木に比べて 15～19倍も高かった（第3表〉。 幼虫の体サイズには大きい変異があり（第2

表〉、 頭幅が4.00mm未満の小さい個体が63頭C 94必）も含まれていた。 このことから、 当年に産

卵された個体が、 樹体内の個体群の大部分を占めていると考えられた。 その他に頭幅が4.0 mm以上

の幼虫が 4 頭いた。 これらは越冬幼虫と考えられ、 その密度は低くC2.6 頭／肘〉、 5 月までの枯死

木や 6 月の枯死木と同じレベJレの密度で、あった。

8 月の枯死木になると、 生息密度は 7 月の枯死木より低かったが、 5 月までの枯死木や 6 月の枯

死木より高かった。 生息個体の多くは前踊であり、その大きさは頭幅で平均3.9 mmであった。 もち

ろん、 この中には頭幅が4.0 mm以上の個体が含まれていた。

9月の枯死木では生息密度が 20.6頭 ／m'C 8.3 頭／木〉と高かった（ 第3表〉。 発育ステ ー ジは、

踊が主で一部は成虫になっていたが、幼虫はいなかった。 これに対して1 0月の枯死木では、 ほとん

どの個体が成虫C 88 予ぢ〉になっていたが、 一 部の個体は幼虫C 10 % ）のままであった（第5 表〉。

そして、 これらの幼虫の大きさを体重や頭幅によって5月までの枯死木や6月の枯死木内の越冬幼

虫のそれと比較すると有意差があるとはいえなかった（体重： t 。＝ 0. 76 , p ) 0 .4；頭幅 t 。 ＝

o. 60 , p > o. 5 ) C第2 、 4 、 5 表）。 つまり、 これらの幼虫が越冬すると考えられた。

11 月の枯死木も 10月のそれと同様に、 樹体内には成虫と幼虫が生息していたが、10月の枯死木

の場合より幼虫の割合（協）が有意に高くなっていた cxJ=6.34、 p ( 0.05 ）。

石川県では、 本種は成虫態だけでなく、 幼虫態でも越冬することが明らかになった。 当年に癖化

した幼虫と同様に、 越冬幼虫も 8 月から 9月に踊化し、 9月から10月に羽化した。 このことから、

本種は成虫休眠（小林、1984）による羽化時期の調節だけでなく、 踊化時期も調節していることが

示された。 越冬幼虫については、 それが前年に産卵されたものか、 それ以前に産卵されたものかは

不明であった。 また、 10 月および 11 月の枯死木で見い出された幼虫は越冬すると考えられたが、

それがその年の春に醇化したかどうかも不明であった。 そのため、 本種は 1 世代を経過するのに 1

年または 2 年以上を必要とすると云えよう。 もっとも、 調査が進めば、 3 年以上かかる生活史は否

定されるかもしれない。
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